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 事業概要 

再突入機周りの空力試験技術の向上を目的とし, 極超音速風洞ノズル流の調査・試験方法の整理を行
うとともに, RCS ジェット干渉に関する予測精度の同定・向上を行う. 

 
 

 JAXA スーパーコンピュータを使用する理由と利点 

RCS 回りの干渉場計算や, 極超ノズル流解析など大きな計算負荷がかかるため. また Fastar などの
コードがそろっており, 利便性が良いため. 

 

 今年度の成果 

JAXA1.27m 極超音速風洞内部の気流の CFD を行った. ノズル出口面で, p02(ピトー圧)/p0(貯気槽
圧)の半径方向分布の実験データとの比較を行った. 図 1, 図 2 が示すように定性的な傾向は捉えるこ
とができた.  
また, 局所形状を変更させた RCS ジェット干渉力の試験結果により数値解析の評価を行い予測能力
の同定を行えた.  
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